平成29年度 都区精度管理『腸内細菌』検査実施手順書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　平成29年11月7日

1　配付するもの

1) 試料（トランスワブ）：５本

検体はバイオハザードボックスに入っています。取扱いには十分注意して下さい。
2) 封印された「内容物の項目リスト」：１通　
運搬中の事故等、非常時以外は開封厳禁です！

精度管理を受ける場合にはその封書を絶対に開封しないで精度管理成績書と一緒に返送して下さい。
3) 参加施設名記入票：１枚　　　
施設名を必ず記入して下さい。
4) <腸内細菌>報告用紙：１枚　
封筒番号と検査成績を正確に記入して下さい。

検査成績の記入方法は下記のいずれかの方法でお願いします。
1 手書きで記入する（必要に応じてコピーして下さい）
2 当センターのホームページからファイルをダウンロードして直接入力する

（ダウンロードの方法については同封の書類を参照して下さい）
5) 受領書：１枚

　　　　　試料受領時の状況をチェックして、氏名・住所を記入のうえ、押印して下さい。

6) 返信用封筒（成績書等送付用）：１通（角２）

2  検査項目
試料No.1～4：赤痢菌、サルモネラおよび腸管出血性大腸菌(O157，O26およびO111)の分離・同定

原則的に各検査機関の日常検査法によりますが、無駄のない効率的な検査法に心がけて下さい。なお、貴施設において出題菌が日常検査の対象外である場合は、評価基準から除外しますので、その旨を報告用紙の備考欄にご記入下さい。
試料No.5：自由参加項目
　　　　出題菌は腸内細菌科の腸管系病原菌です。結果は評価の対象にはなりませんので、貴施設で無理のない範囲で参加して下さい。参加意思の有無は、試料No.5の報告用紙の該当箇所に○をお願いします。不参加の場合は、生化学的性状等の記載は必要ありません。
3  提出期限  

平成29年11月17日（金）までに、以下の４点を所定の返信用封筒で発送して下さい。（期日厳守：当日消印有効）
1 参加施設名記入票
2 <腸内細菌>報告用紙（No.1からNo.5までの5枚を提出して下さい）
3 受領書
4 未開封の「内容物の項目リスト」
4　配付容器の返却方法
毎年、食品微生物研究科 腸内細菌研究室では、各検査機関で検出された赤痢菌及びサルモネラの菌株を分与していただいておりますが、その際の輸送容器としてご使用下さい（分与依頼書は改めてお送りいたします）。該当菌株が無い場合は、講評出席の際にご返却下さい。上記以外の場合は腸内細菌研究室（03-3363-3231　内線3106）にご連絡下さい。
その他、御不明な点がありましたら健康危機管理情報課事業推進係　精度管理調査担当　米澤（03-3363-3231　内線6635）までご連絡をお願いします。

